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★町の人口★人口10, 207 (+8）男4,846 (+ 6）女5,361 (+2）世帯合計3,419(+3) 62年1月末現在（ ）内は前月との比較です。 



今月からは、21世紀に向けてのまちづくりの6つの柱を 

それぞれひとつづつ細かく説明し、基本構想でどうなっ 

ているのか、また第1期の基本計画では基本構想に向け 

てどう方針をたて、どう主要な施策をしていくのかを図 

式で関連させながら説明していきます0 
~一』．~→..,I ，" ~一 

基本構想 
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[1，土地利用】 

豊かな自然と歴史、文化および都 

市的魅力との調和をはかり、本町の 

個性を生かした活力ある住みよいま 

ちづくりを推進する。このため、本 

町を農業、工業、商業、観光の振興」一 

をはかる地区、良好な住宅地としてT 

計画的に整備を促進する地区、公共 

業務、文化、体育、福祉等の施設の 

集積をはかり、コミュニティの中心 

として整備を促進する地区、良好な 

自然環境を保全する地区に区分し、 

これらの地区の特性、機能を充分に 

生かすよう法的規制、誘導策を活用 

し合理的土地利用を促進する。 

[2，交通体系】 

円滑で安定した生産活動、都市活 

動の確保と安全でうるおいのある生 

活環境を守るため、モータリゼーシ 

ョンの進展に対応した総合的な交通上 

体系の確立をはかる。 T 

即ち、広域的な交通を大量に処理 

する主要地方道田川一直方パイパス 

を根幹に、周辺市町村と連絡する幹I 

線道路である主要地方道田川一直方~ 

線、主要地方道北九州一小竹線、県~ 
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段階構成の明確化をはかる。 

また、これに応じ老人、子供等の 

交通弱者へのサービス向上を考慮し 

た公共輸送機関の再編、強化を促進 

する。特に、北九州市、直方市から 

本町を通り田川市へ抜ける高速公共 

輸送機関の確保に努め、時間距離の 

短縮をはかる。 

[3，水資源】 

将来の人口増、核家族化による世 

帯増、生活様式の変化および工場の 

進出等による水需要の増大に対処す 

るため、水は人々が生きていく上でと 

欠かすことのできない限りある重要T 

な資源であることを認識し、水の有 

効利用についての意識向上をはかる。 

また、新たな水資源の開発および給 

水施設、農業用水路の改良整備を促 

進し、水の安定供給に努める。 

議会だより 昭
和
六
十
二
年
第
一
回
一
月
臨
時
町
 

議
会
が
一
月
二
十
六
目
に
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
議
案
は
二
件
で
い
ず
れ
も
原
案
ど
 

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

⑥
専
決
処
分
に
つ
い
て
 

昭
和
六
十
一
年
度
同
和
地
区
改
善
施
 

設
整
備
事
業
「
赤
池
同
和
対
策
集
会
所
 

新
築
工
事
」
つ
二
月
二
十
七
日
完
成
予
定
）
 

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
必
要
が
生
じ
 

ま
し
た
が
、
町
議
会
を
招
集
す
る
の
が
 

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
専
決
処
分
を
し
 

た
も
の
で
、
こ
れ
を
報
告
し
承
認
さ
れ
 

た
も
の
で
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

昭
和
六
十
 
年
度
臨
時
石
炭
鉱
害
復
 

旧
事
業
「
赤
池
保
育
園
復
旧
工
事
」
（
三
 

月
三
十
一
日
完
成
予
定
）
、
な
ら
び
に
昭
 

和
六
十
一
年
度
過
疎
対
策
事
業
「
赤
池
 

第
2

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
道
路
工
事
長
浦
三
 

号
線
第
一
工
区
」
（
三
月
三
十
一
日
完
成
 

予
定
）
の
二
件
の
工
事
予
定
価
格
の
金
 

額
が
い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
 

た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

算
一
次
赤
池
町
 

総
合
計
画
 

力
A
 

二
月
十
四
日
、
町
民
会
館
と
勤
労
者
 

体
育
セ
ン
タ
ー
で
 
「
第
一
回
町
民
綱
引
 

き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
の
は
、
三
十
三
チ
ー
ム
、
 

チ
ー
ム
8
名
の
選
手
で
す
か
ら
、
 
33 

×
8

で
二
百
六
十
四
名
、
そ
れ
に
各
チ
 

ー
ム
の
応
援
団
が
加
わ
り
、
三
百
人
は
 

は
る
か
に
超
え
る
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
 

し
た
。
 

試
合
は
、
小
学
生
、
中
高
校
生
、
婦
 

人
、
壮
年
、
そ
れ
に
青
年
と
壮
年
を
 41 

心
に
し
た
最
強
チ
ー
ム
の
五
部
門
の
各
 

地
区
公
民
館
対
抗
で
熱
戦
ば
か
り
。
 

綱
を
引
く
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
 

れ
ば
ど
う
に
か
な
る
。
技
術
な
ん
て
い
 

ら
な
い
。
や
っ
て
る
方
も
、
見
て
る
方
 

も
理
屈
ぬ
き
で
面
白
い
。
今
回
参
加
さ
 

れ
な
か
っ
た
方
、
又
や
り
ま
す
の
で
今
 

度
は
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。
本
当
に
 

面
白
い
で
す
よ
。
 

第1 期基 本計画 

主要施策 基本方針

▲大人の方がー生懸命？ 

な
お
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
小
学
生
①
十
二
支
所
②
猿
畑
▽
中
高
 

校
生
①
3
支
所
▽
婦
人
①
七
支
所
②
猿
 

畑
▽
壮
年
ハ
山
）
3
支
所
②
猿
畑
▽
最
強
軍
 

団
①
3

支
所
②
七
支
所
 

3 ' 4月ごろの野原で目につ 

く黄色い花は「タンポポ」。春の 

光を吸い取って咲いた感じのキ 

ク科の多年草です。 

地面にはりついたように生え 

るノ＼ラ形の葉には不規則なギザ 

ギザがあり、その中心部から伸 

びた茎の先端に、黄色またはク 

リーム色の花が開きます。 「鼓 

草（つづみぐさ）」という名は、 

その花の形が鼓面に似ているか 

ら付いたものです。 

栃価耀l/S 61年度～S6昨度〇テーマノ「出気、とノトれあいと安らぎの場の餓告」〇人口フレーW10,2m人◆ 

ー〇計画的、合理的な土地利用を促進 

するため、国土利用計画法に基づ 

く町土地利用計画を策定する 

〇また、この町土利用計画に基づき 

都市的土地利用を適切に規制、誘 

導するための都市計画区域および 

ー 地域地区指定の検討を行なう 

) 豊かな自然環境、文化、歴史的資 

源との調和を図るよう住宅、産業の 

配置を行ない、また、新たな緑、文 

化を創造することによって、ふるさ 

ととして魅力あふれる住みよいまち 

づくりを進める。 

‘
や
れ
引
け
ノ
も
っ
と
引
け
“
 

地方によってタンポコ、タン 

タン、テテポポ、デデポッポの 

呼び名があるところからみても 

これは鼓の音色を模した擬音語 

で、子供たちが言い出したもの 

と思われます。 

漢字で書くと「蒲公英」。開く 

前の花を乾燥させて作る漢方の 

解熱・発汗剤の薬名です。 

英語の「ダンディライオン」 

はこライオンの歯こを意味する 

フランス語からきた言葉。ギザ 

ギザの葉がライオンの歯並びを 

連想させたことによる命名でし 

よう。 
猛獣のイメージは西洋的です 

が鼓の響きを伝える「タンポポ」 

はいかにも日本的です。 

つ県道田川環状線の建設を促進する 

〇中心地区を貫く主要地方道北九外~ 

―小竹線を本町のシンボル道路と 

位置づけ、優れた景観を持つ緑豊 

かな空間への整備を促進する 

〇町道貴船迫一高尾線、入来一高鶴 

線の線形の整形化、拡幅整備を促 

進する 

〇その他の道路については、道路体 

系の中における位置づけ、緊急性 

~ を充分検討し、計画的かつ効率的 

L に整備を進める。 

ゆ関係市町と一致協力し、伊田線の 

~ 存続および列車の増便について強 

く要望していくとともに、存続の 

ための条件整備を進める 

〇バス便の増便、定時性の確保およ 

び路線の拡大を求めて関係機関に 

働きかけていく 

〇赤池駅におけるバス便と鉄道便の 

有機的連携を強化する 

〇福祉バス応用による町内主要公共 

ー 施設利用バス運行を検討する 

主要地方道田」Il一直方線バイパス 

を根幹として道路の段階構成の明確 

化をはかり、安全性、円滑性、快適 

性に充分配慮した整備を促進する。 

住民の足を確保し、利便性の高い 

有機的かつ合理的な交通体系を確立 

するよう公共輸送機関の充実を促進 

する。 

ー
上
T

ー
 

水道事業の健全化に努めるととも 

に、水需要の増大に対処するため水 

資源の開発を進める。 

農業用水については、生活排水と 

の分離をはかり、農業用水路等の整 

備を進める。 

つ貴船水源および給水施設の開発を 

促進する 

〇県、広域市町村圏との緊密な協力 

のもとに、田川地区に多目的ダム 

建設の促進をはかる 

〇住民に対し積極的に節水意識の高 

揚をはかる 

〇既存水源の有効利用および有収率 

の向上に努める 

〇農業用水路、溜池の改良整備を促 

進する 

〇計画的な土地利用の促進等、総合 

―的な水質保全策を推進する 

家出少年発見保護強調月間一31日まで（警察庁） 
所得税確定申告116日まで（税務署） 



健
康
教
室
④
 

ー
糖
尿
病
に
つ
い
て
ー
 

( 5 ) 

▲「赤池工場団地のPRをお願いします」日野町長 

▼福祉センター二階からの工場団地 

赤池町立病院 
内 科 

鷹瀬憲治 

今
ま
で
三
回
の
教
室
で
糖
尿
病
と
は
 

ど
ん
な
病
気
で
、
合
併
症
が
ど
れ
ほ
ど
 

恐
ろ
し
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
 

し
ま
し
た
。
今
回
は
治
療
に
つ
い
て
お
 

話
し
し
ま
し
ょ
う
。
 

糖
尿
病
と
治
療
 

ポ
イ
ン
ト
8
1
治
療
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

治
療
は
、
病
気
の
原
因
や
症
状
を
と
 

り
除
き
、
も
と
の
健
康
体
に
戻
す
こ
と
 

で
す
が
、
糖
尿
病
は
そ
の
意
味
で
は
完
 

全
に
治
す
こ
と
の
で
き
な
い
病
気
な
の
 

で
す
。
し
か
し
糖
尿
病
治
療
に
よ
っ
て
、
 

患
者
さ
ん
が
病
的
な
症
状
を
示
さ
ず
、
 

健
康
人
と
変
わ
ら
な
い
社
会
生
活
を
送
 

り
長
生
き
す
る
こ
と
は
可
能
で
、
こ
の
 

こ
と
を
糖
尿
病
の
 
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
 

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
糖
尿
病
を
コ
ン
 

ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
、
食
事
療
法
・
運
 

動
療
法
そ
し
て
薬
剤
療
法
が
あ
る
の
で
 

す
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
と
し
て
、
 

①
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
 

②
朝
食
前
の
尿
糖
が
陰
性
 

③
朝
食
前
の
血
糖
値
が
m

昭
／
m

以
下
 

④
一
日
の
血
糖
値
が
常
に
印
5
卿
昭
／
 

m
以
下
 

瀧一 
。
・
o
 資難§ 

ミ§百浄 
苦奮糾 り

気
襲
護
‘
 

‘
×
。
災
き
）
加
 

二
月
十
三
日
、
筑
豊
地
区
 

の
工
業
団
地
視
察
会
が
、
各
 

新
聞
社
な
ど
マ
ス
コ
ミ
関
係
 

者
、
九
州
経
済
連
、
九
電
、
 

通
産
局
、
進
出
企
業
連
合
、
 

県
職
員
（
企
業
立
地
課
、
地
 

域
振
興
課
）
な
ど
総
勢
三
十
 

五
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
筑
豊
地
区
を
取
り
 

巻
く
多
く
の
問
題
、
又
厳
し
 

⑤
一
日
の
尿
糖
が
 10 
g
以

下

コ

 

I
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
 

が
正
常
範
囲
 

⑦
尿
中
ア
セ
ト
ン
体
が
陰
 

性
 

⑧
低
血
糖
症
状
が
無
い
事
 

⑨
標
準
体
重
の
維
持
 

⑩
合
併
症
が
無
い
事
 

⑩
ヘ
モ
ク
ロ
ピ
ン
A
が
8
 

％
以
下
 

以
上
の
こ
と
か
ら
糖
尿
 

病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
 

決
し
て
血
糖
値
を
下
げ
る
 

こ
と
だ
け
で
は
な
い
こ
と
 r I ―般的な求め万 

標準体重（kg1 
【総ェネルキー量」 仕事量 

I lキ口カ口リーー 

が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
9
1
食
事
療
法
 

食
事
療
法
は
、
糖
尿
病
治
療
の
基
本
 

で
す
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
う
ち
 70 

%
 

の
人
は
、
食
事
療
法
の
み
で
コ
ン
ト
ロ
 

ー
ル
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
 

た
薬
を
使
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
、
必
 

ら
ず
食
事
療
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
良
い
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

食
事
療
法
の
原
則
は
、
 

0
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
制
限
す
る
 

患
者
さ
ん
が
健
康
人
と
変
わ
ら
な
い
 

生
活
を
す
る
た
め
に
必
要
で
か
つ
最
小
 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
取
し
、
体
重
を
適
 

正
な
体
重
（
標
準
体
重
）
で
維
持
で
き
 

る
食
事
の
量
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

標
準
体
重
と
は
、
各
自
の
患
者
さ
ん
 

の
適
正
な
体
重
の
目
安
と
な
る
も
の
で
、
 

と
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
標
準
体
 

重
と
患
者
さ
ん
の
年
令
、
性
別
、
仕
事
 

。署蕊 
1 -'OAc い，eo 

是,'’い！ 

、

〈

 

、

ノ

 

識
瀧
襲
灘
盤
灘
襲
」
 

1o 
心 
、c 
1o 
心 
,o 
1o 
心 
、o 

鮮
h
維
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。
‘
●
 
。
 

g 
o 

Yoo ザooY 
‘二 一嘱 
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登 

い
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
筑
豊
地
 

区
に
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
 

た
め
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
 
一
行
は
、
 

福
岡
市
天
神
か
ら
西
鉄
バ
ス
ー
台
を
借
 

り
切
り
、
宮
田
町
工
場
団
地
視
察
の
後
 

赤
池
町
へ
到
着
し
ま
し
た
。
 

赤
池
町
の
工
場
団
地
を
見
下
ろ
す
、
 

「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
 
の
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
 

か
ら
、
日
野
町
長
が
「
や
き
も
の
と
文
 

化
の
ま
ち
『
赤
池
』
私
た
ち
の
ふ
る
さ
 

体重lkg当りの仕事量 
~ 

】 
署L'A）高い方をとる 
胆満型）低い方をとる 
毛 A 

軽労働 25-30 

中労働 30-35 

重労働 35-, 

の
量
な
ど
を
考
え
て
一
日
 

に
摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

量
を
決
め
る
の
で
す
。
つ
 

ま
り
現
在
の
体
重
で
は
な
 

く
必
ら
ず
標
準
体
重
を
基
 

準
に
決
定
す
る
の
で
す
。
 

具
体
的
に
は
表
に
示
し
 

て
お
き
ま
す
。
 

O
三
大
栄
養
素
の
適
正
な
 

補
給
 

糖
質
は
一
日
に
最
低
百
 

9
（
米
飯
で
茶
碗
ニ
ー
三
杯
）
、
 

た
ん
ぱ
く
質
は
標
準
体
重
 

一
ぬ
当
り
最
低
一
g

(
％
は
魚
な
ど
の
動
 

物
性
で
残
り
は
豆
や
乳
製
品
で
）
、
残
り
 

の
 20 

ー
 25 

％
を
脂
肪
で
と
る
の
が
良
い
。
 

O
ビ
タ
II
、
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
適
正
補
給
 

3
大
栄
養
素
を
有
効
に
利
用
す
る
の
 

を
助
け
る
働
き
を
し
、
野
菜
・
き
の
こ
 

・
海
草
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
エ
ネ
ル
ギ
 

ー
は
他
の
食
品
に
比
べ
低
い
の
で
た
っ
 

ぷ
り
食
べ
て
補
給
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

0
食
品
の
適
正
な
選
択
 

糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
食
べ
て
は
い
け
 

な
い
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
 

偏
食
を
せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
組
 

み
合
わ
せ
て
必
要
な
量
を
と
る
様
に
し
 

ま
す
。
 

一
日
に
三
十
種
類
以
上
の
食
品
 

を
選
ぶ
の
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

以
上
の
様
に
食
事
療
法
は
毎
日
の
事
で
 

も
あ
り
、
き
ち
ん
と
実
行
す
る
に
は
な
 

か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
誰
に
で
も
 

実
行
で
き
る
様
に
と
考
え
ら
れ
た
の
が
 

糖
尿
病
学
会
の
「
食
品
交
換
表
」
で
す
。
 

つ
づ
く
 

襲
畿
議
護
織
鷺
 

c 
o
o

,
'
e

,
o
o

,
 

に
加
心
い
パ
心
k

か
園
 

"1
「 

か

へ

！

 

加
く
」
加
細
？
 

と
『
赤
池
』
に
企
業
が
来
て
く
れ
る
こ
 

と
を
心
よ
り
望
ん
で
い
ま
す
」
と
あ
い
 

さ
つ
、
又
、
企
業
が
進
出
し
た
場
合
の
 

利
点
な
ど
に
も
触
れ
、
 

「
P
R
を
よ
ろ
 

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
マ
ス
コ
ミ
関
 

係
者
に
依
頼
を
し
ま
し
た
。
 

町
長
の
説
明
に
う
な
ず
き
な
が
ら
、
 

眼
下
に
あ
る
工
場
団
地
を
指
差
し
熱
心
 

に
メ
モ
を
採
り
、
写
真
を
撮
る
三
十
五
 

人
の
方
た
ち
の
姿
に
、
期
待
さ
せ
る
な
 

に
か
を
感
じ
ま
し
た
。
 

＼馴 

、
 

軸
 

同
和
問
響
発
窃
ー
ス
 

同
和
教
育
っ
て
、
な
に
 

同
和
地
区
と
い
う
行
政
用
語
が
被
差
 

別
部
落
と
い
う
言
葉
に
代
っ
て
使
わ
れ
 

て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
 

同
和
教
育
が
ず
い
ぶ
ん
ま
ち
が
っ
た
見
 

方
を
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
や
や
も
 

す
る
と
、
 

「
同
和
教
育
は
同
和
地
区
の
 

人
た
ち
の
た
め
の
教
育
だ
」
 
と
い
う
よ
 

W 
う
な
見
当
ち
が
い
を
さ
れ
た
り
、
あ
る
 

.
）
』
 一
 
《
 
一
 

‘、こn年善’て ヴ“" ‘メ緯撫誉線す‘ ご』 豆
 

・ト w 
」」 綴

 
蓄
 

京
 

一
 

n
 

『・ 

・
、
・
（
>
 

・才 

い
は
「
同
和
教
育
は
、
部
落
差
別
を
し
 

な
い
よ
う
に
指
導
す
る
教
育
だ
」
 
と
い
 

う
よ
う
に
狭
く
解
釈
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
本
当
の
同
和
教
育
と
は
、
 

そ
ん
な
同
和
対
策
教
育
と
は
少
し
ち
が
 

う
と
ml
『
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
和
教
 

育
の
本
質
は
、
人
権
教
育
で
あ
り
、
人
 

間
解
放
の
教
育
な
の
で
す
。
差
別
す
る
 

人
も
、
差
別
さ
れ
る
人
も
、
共
に
差
別
、
 

の
し
が
ら
み
か
ら
解
放
さ
れ
、
人
間
が
 

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
人
間
変
革
 

の
教
育
な
の
で
す
。
封
建
的
な
考
え
方
 

か
ら
解
放
さ
れ
、
民
主
的
な
人
間
に
変
 

わ
る
た
め
の
教
育
な
の
で
す
。
 

つ
ま
り
、
同
和
教
育
の
内
容
は
、
生
 

活
学
習
で
あ
り
、
人
生
学
習
で
あ
り
、
 

社
会
学
習
で
あ
り
、
憲
法
学
習
な
の
で
 

す。 さ
ら
に
言
え
ば
、
民
主
社
会
を
構
成
 

し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
 

し
あ
わ
せ
に
生
き
る
て
だ
て
を
さ
ぐ
る
 

学
習
な
の
で
す
。
そ
の
学
習
の
中
に
、
 

典
型
的
な
差
別
と
し
て
の
部
落
差
別
が
 

と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
基
点
と
し
て
 

ソ
 

で
お
す
も
う
さ
ん
が
で
て
く
る
有
名
な
 

寝
具
の
製
造
・
販
売
会
社
で
は
、
フ
ト
 

ン
な
ど
の
月
賦
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
 

が
、
こ
の
会
社
が
会
社
内
で
ひ
そ
か
に
 

「
販
売
禁
止
地
区
」
な
ど
を
書
い
た
極
 

め
て
悪
質
な
リ
ス
ト
を
作
っ
て
営
業
活
 

動
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
数
年
前
 

一
人
柾
推
進
の
象
一
 

\ 
入
権
草
の
根
運
 

勇
の
推
過
に
つ
ぞ
 

み
ん
な
で
お
互
い
の
 

人
権
を
守
る
た
め
 

麗
信
所
・
探
偵
杜
な
 

ど
の
不
貰
ザ
身
n
元
 

調
柳
な
F
わ
り
邑
 

ょュ 

oo
管
 

ノ‘ら 

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
リ
ス
ト
に
書
か
れ
て
い
る
 
「売 

っ
て
は
い
け
な
い
人
」
 
は
、
①
被
差
別
 

部
落
の
人
 
②
日
本
国
籍
の
な
い
人
 

③
身
体
障
害
者
 
④
母
子
家
庭
の
人
 

⑤
日
雇
労
働
者
の
人
 
⑥
生
活
保
護
家
 

庭
の
人
 
⑦
 65 

才
以
上
の
老
人
家
庭
の
 

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
人
権
を
考
え
、
社
 

会
を
見
直
し
、
家
庭
の
あ
り
方
を
見
直
 

し
、
自
分
の
生
き
方
を
見
直
し
、
あ
る
 

い
は
社
会
的
弱
者
の
立
場
を
見
直
し
、
 

み
ん
な
の
平
和
や
し
あ
わ
せ
を
見
直
し
 

て
み
よ
う
と
す
る
、
そ
ん
な
学
習
の
中
 

身
を
も
つ
も
の
が
同
和
教
育
あ
る
い
は
 

解
放
教
育
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
学
習
を
通
じ
 

て
部
落
差
別
を
な
く
し
、
最
終
的
に
は
 

真
の
民
主
主
義
を
確
立
す
る
展
望
を
も
 

っ
て
い
る
の
が
同
和
教
育
な
の
で
す
。
 

の
こ
っ
て
い
る
 

部
落
差
別
意
識
 

「
い
ま
ど
き
部
落
差
別
な
ん
て
あ
り
 

ま
せ
ん
よ
。
」
 
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 

一
方
で
は
 
「
差
別
は
潜
行
し
て
 

い
る
。
心
の
中
の
差
別
心
を
巧
妙
に
隠
 

す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
」
 
と
指
摘
す
る
人
も
い
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
社
会
に
、
同
和
教
育
 

が
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
同
和
問
題
に
つ
 

い
て
理
解
を
す
る
人
々
が
多
く
な
っ
て
 

き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
 

「
本
当
に
部
落
差
別
が
な
 

く
な
っ
た
と
言
え
る
の
か
」
 
と
問
わ
れ
 

る
と
、
 

「
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
の
こ
っ
 

て
い
る
」
と
答
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

な
ぜ
な
ら
、
不
当
な
差
別
事
象
が
社
 

会
の
中
で
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
っ
て
い
る
 

事
実
が
あ
る
か
ら
で
す
。
 

こ
ん
な
こ
と
が
 

ノ・
 

テ
レ
ビ
の
c

・
M

（
コ
マ
ー
、
ン
ャ
ル
）
 

人
 

⑧
清
掃
や
衛
生
の
仕
事
に
従
事
し
 

て
い
る
人
 

こ
の
外
に
も
い
ろ
い
 

ろ
と
 29 

項
目
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
ん
な
リ
ス
ト
を
販
売
員
に
持
た
せ
 

て
営
業
し
て
い
た
の
で
す
。
 

や
は
り
、
差
別
は
生
き
て
い
る
の
で
 

す
ー
ー
一
。
 

わ
た
し
た
ち
の
社
会
の
中
に
、
ま
だ
 

偏
見
や
差
別
が
生
き
て
い
る
の
で
す
。
 

部
落
差
別
だ
け
で
な
く
、
 

「
差
別
」
 

は
、
身
障
者
、
女
性
、
老
人
、
職
業
、
 

人
種
な
ど
の
差
別
と
一
緒
に
な
っ
て
社
 

会
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。
部
落
差
別
 

を
す
る
心
は
、
そ
の
ま
ま
広
く
社
会
の
 

中
の
多
く
の
差
別
を
生
ん
で
い
る
の
で
 

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

学
歴
差
別
、
貧
富
の
差
別
、
家
柄
差
 

別
、
新
参
者
扱
い
、
女
性
差
別
 

そ
ん
な
差
別
を
受
け
て
、
許
せ
な
い
と
 

怒
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
 

で
も
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
 

し
て
部
落
差
別
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

み
ん
な
で
、
す
べ
て
の
差
別
を
な
く
 

し
た
い
も
の
で
す
。
 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

J
械g
・
航
誠
蔵
犠
、
鷲
藍
篇
麓
襲
》
要
・
紘
彩
孫
鷲
讐
篇
“
 

,・プ呼ャ妙声41号門心 
鶴〕鯵鷲勲●多物鵬声嘱掘維費.臓難m韓毎m畑蝿~●熱簿響織海専,多・七ゾJ撫’ミ三 

か、m略輪構：縄文淋ミ寒響；‘きI熱●Ac,_. 7・．(詳護 7 誓糞鵬博‘’難響漕響誹コ二, 
マ」プく＝,増叫・ザ・さへ、b、 ど・一・”,：・‘，, ., m

 

今
月
の
解
放
講
座
 

と
 
き
 

と
一
」
ろ
 

緑化強調月間一1日～5月31日（林野庁） 耳の日（厚生省） 口
］
 

（づ 

3
月
 25 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 



「
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
 

保
険
証
の
交
付
停
止
 

助
年
十
二
月
の
国
会
で
国
民
健
康
保
 

険
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
 

昭
和
六
十
二
年
か
ら
悪
質
な
保
険
税
滞
 

納
者
に
対
し
て
保
険
証
の
返
還
や
、
保
 

険
給
付
の
一
時
差
し
止
め
な
ど
法
的
な
 

措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
災
害
な
ど
、
特
別
な
事
情
が
 

あ
る
場
合
は
除
外
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
措
置
は
、
あ
く
ま
で
も
悪
質
な
 

滞
納
者
に
限
定
し
て
運
用
さ
れ
る
も
の
 

で
す
。
 【

悪
質
な
滞
納
者
と
は
】
 

〇
長
期
間
滞
納
し
て
、
特
別
な
事
情
も
 

な
く
故
意
に
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
 

人
 。

 

例
…
①
督
促
お
よ
び
納
付
指
導
に
も
一
 

向
に
応
じ
よ
う
と
は
せ
ず
連
絡
も
な
い
 

人
 
②
滞
納
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
 

財
産
の
名
義
を
他
人
名
義
に
変
更
す
る
 

な
ど
し
て
、
保
険
税
納
付
を
免
れ
よ
う
 

と
す
る
人
 

【
法
的
な
措
置
と
は
】
 

①
保
険
証
を
返
還
さ
せ
、
代
り
に
 
「被 

保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
 

②
被
保
険
者
資
格
証
明
書
は
、
医
療
機
 

関
で
保
険
者
負
担
（
診
療
費
の
七
割
）
 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
0
 

し
た
が
っ
て
窓
口
で
は
、
診
療
費
の
 

全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
 

保
険
税
を
納
め
た
時
点
で
療
養
費
と
し
 

ノ
 

⑧
 プお媛轟告 

今月は61年度の締めく くりとして町 

が実施した検診の結果をお知らせしま 

て
お
返
し
し
ま
す
。
 

（表） 

③
滞
納
し
た
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
 

療
養
費
は
も
ち
ろ
ん
、
高
額
医
療
費
、
 

助
産
費
な
ど
の
現
金
給
付
の
全
部
ま
た
 

は
一
部
が
差
し
と
め
ら
れ
ま
す
。
 

、、ノ （表 

倒ミ；診療総額10,000円の場合 
保険証で受診した場合 被保険者資格証明書で受診した場合 

診療費総額 10 ,000 円 診療費総額 10 ,000 円 

自己負担額 

30% 
3 ,000 円 支

払

内

訳

 

支

払

内

訳

 

自己負担額 

100% 
10 ,000 円 

保険者負担額 

70% 
7 ,000 円 

保険者負担金 

0 % 
0円 

す。 各種検診を受けた延数724人で、検 

診別にみると図Iの通りです。一般検 

診を受けた人の内、48％の方が成人病 

予備群であり13％の人は医療の必要な 

人でした。 

ガン検診をみると検診者はグーンと 

増えました。 「健康は自分の手で」、 

「ガンは早期発見で治る」 というのは 

侵透しつつあるのでは！？この内さっそ 

く病院で治療した方もいらっしゃいます。 

nA（表1） 次に年輩の 

契- 61年度 
検診状況 228 三了 集団で血圧測 

人 1と9 一, ，→, , 
ズヒ2ご し よ しノこ 

が結果をみて 

おわかりの通 

り、赤池の住 

民の人も年と 

共に高血圧症 

から、免れら 

結果 れないようで 

す。 この中に 

梨を作ってい 

る農家の婦人 

グループ10人 

の人には、な 

んと高血圧症 

疑の人は1人 

もなく境界域 

の人もわずか2人でした。これは全く偶 

然ではないと思います。 果物はジュー 

スにせず丸ごと食べますとビタミンC 

もノ＼らず、血液中のコレステロールを 

下げたり毒物を出し腸の働きを活発に 

する繊維質が充分にとれます。 毎日摂 

る果物の効果が出たのではないかと思 

います。（食物は加工食品ばかりに頼ら 

ず、火を通した野菜等を多くとるよう 

心がけましょう） 

検診の結果でもおわかりの通り病院 

にかかったこともなく症状がないだけ 

では健康とは言えませんし、たとえ病 

気があるとわかり診断されてもその人 

の心がけ、療養しだいで健康にハツラ 

ツと生活出来ます。来年はあなたも、 

年に1度は成人病検診を受けましょう。 

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
亀
谷
清
一
 

（
伏
原
2

) 

〇
戸
田
弘
子
（
西
ケ
丘
）
〇
松
本
信
行
 

（
市
場
）
〇
日
野
喜
美
男
（
松
本
一
）
 

〇
深
見
モ
ト
子
（
原
田
）
〇
武
末
一
郎
 

（
貴
船
3

）
以
上
2

月
 14 

日
現
在
6
件
 

で
二
十
七
万
円
で
す
。
 

※
亀
谷
清
一
さ
ん
は
一
月
号
に
も
れ
て
 

い
ま
し
た
の
で
今
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
 

頂
き
ま
す
。
又
二
月
号
の
香
典
返
し
の
 

中
で
市
津
一
明
と
あ
り
ま
し
た
の
は
市
 

浦
一
明
（
松
本
1

）
の
誤
り
で
す
。
お
 

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
太
田
達
彦
 

（
原
田
）
廿
十
口
〇
浦
田
勇
（
大
谷
）
 

廿
五
口
 

【
寄
附
】
赤
池
町
役
場
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
 

タ
ン
プ
会
廿
三
千
円
〇
桑
野
組
ー
七
十
 

い
万
円
〇
藤
村
渚
（
下
小
路
）
ー
五
千
円
 

イ 

× 

( 

【休館日】 

2日、 9日、15日 

21日、23日、30日 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台 

台を提供します 

※ゲートボール場（ナイター 

× 

【心配こと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時～午後3時 

【健康相談日】 

第1火曜日（3月3日） 

【仏教講演会】 

3 月13日因 

午前11時～ 

可）も自由にこ利用下さい 
 ノ 

) 

閥
人
 
乳
ガ
ン
検
診
 

壬
呂
ガ
ン
検
診
 

呪
人
胃
ガ
ン
検
診
 

旧
人
 

一
般
検
診
 

100 

0
 

【
共
同
募
金
】
出
羽
ォ
コ
イ
（
中
町
団
 

地
）
千
五
百
四
十
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
老
人
農
園
、
白
菜
 20 

め
〇
戸
田
弘
子
 

（
赤
池
）
男
女
衣
類
等
卿
点
 

（表2）集団健康相談血圧 

この時期『太宰府天満宮』を 

赤池町に借りてきました．ノ 

受験生、そして家族のみなさん頑張って下さいノノ 

一
 ゴールはもうすぐ 一

 

四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
棚
円
（
福
巴
 

nI
'
 

nI 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
分
か
 

ら
ー
カ
月
に
つ
き
七
千
四
百
円
に
引
き
 

上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
年
金
額
が
物
価
の
上
昇
に
 

応
じ
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
 

年
金
受
給
者
が
毎
年
増
え
て
い
る
こ
と
 

な
ど
か
ら
、
年
金
支
払
の
費
用
も
増
え
 

て
い
ま
す
。
こ
の
増
加
す
る
年
金
支
払
 

の
財
源
に
引
当
て
る
た
め
、
保
険
料
も
 

改
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
 

あ
な
た
が
納
め
る
国
民
年
金
の
保
険
 

料
は
、
あ
な
た
の
将
来
の
年
金
権
を
確
 

保
す
る
う
え
で
大
事
な
こ
と
で
す
。
 

も
し
も
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
 

し
た
場
合
に
は
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
 

く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
 

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
の
お
子
さ
 

ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
後
世
代
の
負
担
を
 

大
き
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
 

あ
な
た
も
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
 

に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

l

~

 

J
 

あ
な
た
に
は
可
愛
ら
し
い
犬
 

で
も
他
人
に
は
こ
わ
5

い
犬
な
ん
で
す
 

犬
は
囲
の
中
に
入
れ
て
、
人
に
害
を
 

加
え
な
い
よ
う
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
飼
 

う
。
こ
の
事
は
み
な
さ
ん
御
存
知
だ
と
 

思
い
ま
す
。
で
も
犬
だ
っ
て
い
つ
も
じ
 

っ
と
し
て
い
る
訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
 

「
た
ま
に
は
散
歩
に
で
も
行
き
た
い
」
 

こ
う
思
う
の
は
人
間
と
同
じ
で
す
。
 

そ
ん
な
時
、
飼
い
主
は
ど
う
す
る
か
。
 

外
へ
連
れ
出
す
と
き
は
、
綱
な
ど
で
 

つ
な
ぎ
、
噛
む
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
口
 

輪
も
か
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
 

知
っ
て
い
ま
す
よ
ね
ー
。
で
も
最
近
 

犬
の
放
し
飼
い
に
対
す
る
町
民
の
方
か
 

ら
の
電
話
が
多
い
ん
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
 

も
『
放
し
飼
い
』
な
ど
し
な
い
で
下
さ
 

い
。
あ
な
た
の
飼
い
犬
が
皆
ん
な
か
ら
 

憎
ま
れ
れ
ば
犬
だ
っ
て
哀
し
い
と
思
う
 

の
で
す
。
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
。
 

あ
な
た
の
『
愛
犬
』
を
『
哀
犬
』
に
し
 

な
い
為
に
も
…
。
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
 

お
見
せ
し
ま
す
 

昭
和
六
十
一
年
度
の
固
定
資
産
課
税
 

台
帳
を
次
の
と
お
り
お
見
せ
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
 

現
在
の
課
税
台
帳
（
土
地
、
家
屋
、
償
 

却
資
産
の
評
価
額
、
課
税
標
準
額
を
記
 

載
し
た
も
の
）
を
納
税
者
の
み
な
さ
ん
 

に
見
て
い
た
だ
き
、
課
税
の
適
正
化
を
 

図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

特
に
昭
和
六
十
一
年
中
（
一
月
一
日
 

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
）
に
異
動
 

（
分
筆
、
地
目
変
更
、
新
築
、
増
築
、
 

解
屋
等
）
を
さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
 

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

〇
お
見
せ
す
る
期
間
 

三
月
一
日
か
 

ら
三
月
二
十
日
ま
で
。
（
た
だ
し
日
曜
 

祝
日
は
除
く
）
 

〇
時
間
 

平
日
は
八
時
半
か
ら
午
後
 

五
時
ま
で
。
土
曜
日
は
八
時
半
か
ら
 

十
二
時
半
ま
で
。
 

〇
場
所
 

役
場
税
務
課
（
窓
ロ
2
番） 

園 
俳
旬
雑
考
⑧
 

「
禾
春
翁
 

松
尾
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
は
俳
句
 

を
混
じ
え
た
紀
行
文
で
あ
る
。
名
文
と
 

名
句
が
一
体
と
な
り
、
古
今
の
名
著
と
 

な
っ
て
い
る
。
 

〇
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
 

の
部
分
は
そ
の
象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
 

私
も
手
紙
に
は
よ
く
俳
句
を
添
え
て
 

書
く
。
二
月
に
妻
の
実
家
（
博
多
）
の
 

娘
が
壱
岐
島
へ
嫁
入
す
る
の
に
祝
儀
と
 

手
紙
を
送
っ
た
が
、
「
俳
旬
を
書
い
た
手
 

紙
な
ど
初
め
て
で
、
ま
こ
と
に
有
難
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
」
 
と
喜
び
の
返
事
が
来
 

た
。
俳
句
を
添
え
た
手
紙
な
ど
、
た
ま
 

に
は
い
い
で
し
ょ
う
。
（
以
下
全
文
を
紹
 

介
し
ま
す
）
 

〇
博
多
よ
り
壱
岐
へ
の
旅
の
春
と
な
る
 

〇
梅
便
り
曽
良
の
話
も
聞
か
ま
欲
し
 

幸
子
さ
ん
、
御
結
婚
お
目
出
度
う
。
 

二
月
四
日
が
立
春
。
壱
岐
の
島
に
も
 

春
が
訪
ず
れ
梅
の
花
も
咲
い
て
い
る
 

こ
と
で
し
ょ
う
。
お
ぢ
さ
ん
も
壱
岐
 

へ
は
一
度
俳
旬
の
旅
行
を
し
た
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
初
夏
の
頃
で
し
た
。
 

〇
車
井
戸
今
も
使
ひ
て
島
涼
し
 

十
余
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
壱
岐
に
 

は
今
も
車
井
戸
を
使
っ
て
い
る
所
が
 

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

曽
良
は
芭
蕉
の
お
伴
を
し
て
「
奥
の
 

細
道
」
 
の
旅
に
行
っ
た
俳
人
で
す
。
 

曽
良
の
墓
が
ど
う
し
て
壱
岐
に
あ
る
 

の
か
定
か
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
 

万
一
梅
だ
よ
り
で
も
下
さ
る
よ
う
な
 

こ
と
が
あ
れ
ば
（
博
聞
の
）
曽
良
の
 

話
も
聞
か
せ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
 

お
ば
さ
ん
は
入
院
中
で
す
が
、
只
今
 

仮
退
院
中
で
（
五
日
間
）
割
合
元
気
 

に
し
て
い
ま
す
。
 

幸
子
さ
ん
の
御
結
婚
を
心
か
ら
御
喜
 

び
申
し
上
げ
、
永
く
幸
せ
で
あ
り
ま
 

す
よ
う
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

御
両
親
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
よ
ろ
し
 

く
御
博
声
下
さ
い
。
 

老
齢
の
た
め
書
面
で
御
喜
び
申
し
上
 

ま
す
。
 

二
月
二
日
（
妻
と
連
名
に
て
）
 

〇
壱
岐
の
旅
朝
よ
り
晴
れ
し
梅
日
和
 

〇
壱
岐
の
旅
偲
ぶ
一
枝
の
白
椿
 

蓄
の
ふ
く
ら
ん
だ
一
枝
の
白
椿
を
一
 

輪
差
に
さ
し
て
い
た
の
が
、
キ
レ
イ
に
 

開
花
し
て
い
た
。
 

私
は
そ
の
白
椿
の
花
を
見
な
が
ら
（
 

二
月
八
日
）
壱
岐
へ
結
婚
に
旅
立
つ
娘
 

の
や
さ
し
い
顔
や
、
美
し
い
婚
礼
衣
裳
 

な
ど
ア
レ
コ
レ
と
偲
ん
で
い
た
。
 

フ
 

t

“フ 

t

一
一
A
切ノ 

》
一
j
4
 

》
一
み
4
 
し
 
石ソ× 

移
知
ー
「
 
松
本
大
カ
し
 

こ
 
ぞ
 

〇
去
年
今
年
更
に
発
展
広
報
紙
 

〇
こ
の
町
も
女
権
高
ら
か
明
け
の
春
 

〇
健
や
か
に
新
春
迎
え
り
老
い
冥
加
 

〇
年
酒
酌
み
総
勢
そ
ろ
ひ
祝
賀
せ
り
 

〇
園
児
ら
と
七
日
正
月
歓
喜
満
つ
 

〇
正
月
や
世
代
の
シ
ル
バ
ー
ー
病
息
災
 

〇
大
雪
や
寒
波
襲
来
峡
凍
る
 

〇
数
で
押
す
政
治
の
圧
力
春
遠
し
 

〇
古
都
の
画
家
よ
り
画
集
届
く
小
正
月
 

〇
新
年
や
暴
追
手
を
組
み
町
パ
レ
ー
ド
 

一級技能士全国技能競技大会一13 -16日（労働省） 建築物防災週間一7- 13日（建設省） 
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い
ろ
ん
な
情
報
 

予
防
・
相
談
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

三
月
十
六
日
囲
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11
 

時
 30 

分
（
生
後
協
胡
月
）
 

◆
三
種
混
合
 

三
月
二
十
日
国
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
15
 

時
（
生
後
m
留
し
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
つ
 

児
童
手
当
の
申
請
（
3
月
 31 

日
ま
で
）
 

2
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
児
 

童
手
当
」
、
4

月
1

日
か
ら
、
今
ま
で
と
 

は
少
し
変
わ
り
ま
す
。
申
請
を
し
な
け
 

れ
ば
受
給
資
格
が
で
き
ま
せ
ん
。
2
月
 

号
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
読
む
か
、
ど
ん
 

な
点
が
変
わ
っ
た
の
か
が
わ
か
ら
な
け
 

れ
ば
今
す
ぐ
役
場
住
民
福
祉
係
へ
電
話
 

し
て
下
さ
い
。
。
 28 

1
2
0
0
4

（内 

線
 49 

・ 
50 

番） 

経
理
事
務
（
簿
記
・
ワ
ー
プ
口
）
講
習
会
 

看護婦さん募集しています 
―赤池町立病院 

〇応募資格一赤池町内在住で正看の資格 

を有する25歳未満の方、又は、同じく町内 

在住者で、 3 月看護学校などの卒業見込 

の方で、 4 月末までに正看の免許を取得 

できる見込みのある方。 

〇募集期間=3月2 日（月）~3 月16日（月） 

〇提出書類一履歴書（自筆で写真添付） 

資格証明書（写）ただし在学中の方はそ 

の証明書 

〇採用人数 2 名 

※申込みされる方は、必要書類を添えて 

町立病院事務室へ提出して下さい。 

※その他詳細については町立病院へお問 

い合せください。 合28- 2 0 8 3 

赤池町軟式野球連盟 
加盟チーム募集 

資格は町内に在住の方 

か職場を有する16歳以上 

の方で作ったチームです。 

どしどし参加を、お願い 

します。 

〇登録金／1万5千円 

（年間） 

〇入会金／5千円 

（入会時のみ） 

申し込み用紙等は町民 

会館、体協事務局まで。 

公28- 4 1 0 0 

※開幕は4 月5 日（日）の予 

定です。 

O1 

ギターの好きな方 
ー度見学に来てみたら 

⑨日時一毎日第2 、第 

4 日曜日午後1時か 

ら3時間程度 

⑥場所＝＝伏原集会所 

※小学生以上の方なら 

誰でも歓迎します。特 

に女性は大歓迎です。 

問い合せは、村上電器 

まで容28- 3 1 9 5 

家庭の婦人が 

対象です 

〇
申
し
込
み
期
間
1
4

月
2

、
3

日
 

〇
申
し
込
み
方
法
ー
電
話
で
申
込
み
、
 

申
し
込
み
時
に
面
接
日
を
指
定
し
、
面
 

接
後
選
定
 

〇
受
講
期
間
1
4
月
 22 

日
か
ら
6
月
 26 

日
ま
で
 21 

日
間
（
毎
週
火
、
木
、
金
曜
 

日
）
午
前
 10 

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
 

〇
受
講
料
ー
無
料
。
た
だ
し
教
材
費
一
 

部
受
講
者
負
担
 

〇
会
場
ー
田
川
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

（
田
川
市
平
松
町
3
番
 36 

号） 

〇
申
込
み
、
問
い
合
せ
ー
福
岡
県
婦
人
 

就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
（
飯
塚
 

市
新
立
岩
8
番
1
号
、
福
岡
県
総
合
庁
 

舎
）
容
飯
塚
 23 

1
4
1
1
1

（
内
線
響
 

合
飯
塚
 23 

1
4
1
5
6

（
直
通
）
 

老
人
生
が
い
対
策
事
業
（
老
人
農
 

園
）
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
山
 

下
次
男
）
で
は
、
町
か
ら
の
委
託
を
受
 

け
て
、
老
人
生
が
い
対
策
事
業
（
老
人
 

農
園
）
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
参
加
希
 

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
期
間
1
4

月
1

日
ー
昭
和
 63 

年
3
月
 

31 

日
ま
で
 

▽
参
加
対
象
者
 

〇
町
内
在
住
の
健
康
な
（
診
断
書
 

を
添
付
）
老
人
で
年
齢
は
 60 

歳
か
ら
 75
 

歳
ま
で
。
た
だ
し
夫
婦
で
の
申
込
み
は
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

▽
申
込
み
・
問
い
合
せ
 

赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
合
 28 

1
4
6
 

4
6
、
又
は
役
場
住
民
福
祉
課
容
 28 

ー
 

つ
レ
0
0
4
ュ 

（
内
線
 49 

、 
50 

番
）
そ
れ
ぞ
 

れ
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
3
月
 

1
日
か
ら
 10 

日
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。
 

有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
の
 

駆
除
を
行
い
ま
す
 

上
野
、
市
場
地
区
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
 

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
 

す
 。

 こ
の
た
め
町
で
は
、
地
元
猟
友
会
の
 

み
な
さ
ん
の
協
力
で
三
月
一
日
か
ら
三
 

十
一
日
ま
で
銃
器
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
駆
 

除
を
行
い
ま
す
の
で
登
山
な
ど
さ
れ
る
 

方
は
ご
注
意
下
さ
い
。
（
産
業
振
興
課
）
 

食
生
活
改
善
教
室
の
 

受
講
者
募
集
 

昭
和
六
十
二
年
度
食
生
活
改
善
推
進
 

教
室
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

受
講
希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月
 14 

日
ま
 

で
に
役
場
衛
生
係
ま
で
申
し
込
ん
で
下
 

さ
い
。
▽
受
講
期
間
ー
昭
和
 62 

年
4

月
 

ー
昭
和
 63 

年
2
月
ま
で
▽
会
場
ー
田
川
 

保
健
所
▽
内
容
ー
食
生
活
改
善
テ
キ
ス
 

ト
に
よ
る
。
 

⑤
 

⑧
 

赤
池
町
で
は
、
毎
月
1

日
と
 20 

日
を
 

交
通
安
全
の
日
と
し
て
、
交
通
量
の
多
 

い
交
差
点
で
、
通
学
す
る
児
童
の
街
頭
 

誘
導
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
あ
ま
り
役
 

に
立
ち
ま
せ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
大
き
な
 

声
で
挨
拶
す
る
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
心
 

が
和
み
、
や
は
り
挨
拶
、
そ
れ
に
笑
顔
 

と
い
う
の
は
大
切
な
ん
だ
な
ー
と
改
め
 

て
感
じ
ま
す
。
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
、
 

小
走
り
に
駆
け
て
行
く
子
供
た
ち
に
、
 

「
今
日
も
頑
張
れ
よ
」
ー
俺
も
や
る
か
 

ら
ー
そ
う
い
う
声
を
か
け
た
く
な
り
ま
 

す。 子
供
た
ち
か
ら
教
え
て
も
ら
う
事
の
 

多
い
、
朝
の
風
景
で
す
。
 

一
ー
お
わ
ひ
と
訂
正
 

一
 
!
 
一
 

馴
勃
二
万
円
の
誤
り
で
し
た
o
 

一 

訂
正
し
て
、
お
わ
び
し
ま
す
o
 

一 
f 

ー

ー

ー

ー

一

 

一
月
号
四
面
、
昭
和
六
十
年
度
各
特
一
 

別
会
計
の
決
算
状
況
の
表
中
、
町
立
病
一
 

院
事
業
、
上
水
道
事
業
の
累
積
額
の
マ
イ
 

ナ
ス
同
が
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
て
い
ま
し
た
。
 

又
、
伏
原
集
会
所
建
設
事
業
の
う
ち
 

県
費
捕
功
金
六
二
二
五
万
円
と
あ
る
の
 

r
 

」 世界気象デー123日（気象庁） 


